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子会社株式の譲渡に関するお知らせ 

 
 当社は、証券業を行っている子会社、夢真証券株式会社の全株式を譲渡することに

つき、平成 19年 5月 24日の当社取締役会において決議いたしましたので、下記の通
りお知らせします。 
 

記 
 
１．株式譲渡の理由 
   夢真証券は、平成 17 年 10 月設立、平成 18 年 2 月証券業登録、平成 18 年 3

月より営業を開始した会社です。 
  当社が証券業に進出した理由は、今後の日本経済を俯瞰すると長いバブル不況を

脱して景気上昇トレンドに入り証券、不動産も上昇に転ずると判断したこと、未

公開株式投資、Ｍ＆Ａの情報機関としての役割を期待してのことでした。 
  しかしながら、ゼロからスタートした当社の営業収益は厳しく、営業戦略として

打ち出した未公開株式ファンドの販売も一定の成果を上げましたが業績を軌道に

乗せるには数年を要する情勢となってきました。 
   そのような中で、当社の連結決算上の課題として、新会社法の施行により決算

基準の変更等があり、また財務内容の充実強化を当面の課題として位置付けてい

る現在、未公開株式の処分、Ｍ＆Ａで拡大したグループ企業を収益状況の良い人

材ビジネスの会社を核としたグループに整理する方針を遂行しております。 
  その状況下で夢真証券の売却を決断しました。 
   この度、株式会社ハーベストフューチャーズ（東京都渋谷区、代表取締役社長

佐藤 陽紀）より夢真証券株式会社の全株式の購入依頼があり、先の財務基盤の

強化という経営方針に照らし、また株式会社ハーベストフューチャーズによる再

建が夢真証券にとっても最適であると判断して譲渡契約書を締結するに至りまし

た。 
 
 
 



 
２．譲渡する子会社の概要 
（1)  商号 ：夢真証券株式会社 
（2)  代表者 ：野口 晴弘 
（3)  所在地 ：東京都中央区八丁堀 2-21-6八丁堀ＮＦビル 
（4)  設立年月           ：平成 17年 10月 
（5)  主な事業内容         ：証券業 
（6)  決算期            ：3月 31日 
（7)  従業員数          ：17名 
（8)  主な事業所         ：東京、大阪 
（9)  資本の額          ：600百万円 
（10) 発行済株式総数  ：12,000株 
（11) 大株主構成及び所有割合 ：株式会社 夢真ホールデｲングス（１００％） 
（12) 最近事業年度における業績の動向 
          

決算年度 平成 18年 3月期 
（第 1期） 

平成 19年 3月期 
（第 2期） 

売上高 1,384千円  144,021千円 
経常利益 △77,595千円 △156,543千円 
当期純利益 △77,754千円 △157,624千円 
総資産 609,115千円 1,800,001千円 
純資産 522,245千円 364,621千円 

※第１期は平成 17年 10月 3日から平成 18年 3月 31日までの 6ヶ月決算となります。 

 
３．株式の譲渡先および譲渡株式数並びに譲渡金額 
（1) 商号   ：株式会社ハーベストフューチャーズ 
（2) 代表者  ：佐藤 陽紀 
（3) 所在地   ：東京都渋谷区渋谷 2-11-14ハーベストビル 
（4) 事業内容    ：商品先物、外国為替、商品ファンド、保険商品 
（5) 設立年月日  ：昭和 27年 10月 
（6) 従業員数  ：145名 
（7) 当社との関係  ：なし 
（8) 譲渡株式数 ：12,000株 
（9) 譲渡金額 ：300百万円 
 
４．譲渡前株式数および譲渡後株式数並びに所有割合 
（1) 異動前の所有株式数  ：12,000株（所有割合 100％） 
（2) 異動株式総数             ：12,000株 
（3) 異動後の所有株式数  ：0株    （所有割合   0％) 
 



５．譲渡の日程 
   平成 19年 5月 24日        ：取締役会決議 
   平成 19年 5月 24日        ：株式譲渡契約書締結 
   平成 19年６月 28日        ：株式譲渡 
 
 
６．今後の見通し 
   本株式の譲渡に伴い、平成 19 年 9 月期通期の業績予想修正を行う必要があり

ますが、現在精査中であり見通しが明らかになり次第お知らせいたします。 
 
 
   
                                 以 上 


